
別紙 

【参考】 

  鬼剣舞は、大宝年間（701～704）修験山伏の祖・役の行者小角が天下泰平・五穀豊穣・万民如意

繁栄を願って踊った念仏踊りが始まりとされております。いかめしい面をつけて踊るところから 

「鬼剣舞」と呼ばれておりますが、仏の化身で面には角がありません。北上地方には 13 団体あり、

「岩崎鬼剣舞」はその始祖になります。 
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        ※（1）～（10）まで、すべて「岩崎鬼剣舞」を題材としています。 

 

 

 


